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齢
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仰
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取
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す

卑

保

育

)

昭

和

一

一

を

テ

ー

マ

と

し

た

治

相

演

会

を

問

問

了

ハ

ネ

ル

テ

J

ス
カ
ソ

J

シ
ヨ
ン

に

笑

顔

で

こ

た

え

ら

れ

、

訪

問

の

一

轍

(

争

議

離

欝

一

量

産

五

歳

出

ん

の

み

の

三

年

4
1
1
?
;一

を

募

集

す

る

一

く

。

人

場

E

一
慶
応
大
学
喜
美
山
良
夫
氏
外

立
に
と
、
安
閉
口
さ
れ
た
大
き
な
一

p
f一
懇

騒

韓

欝

譲

一

集

と

な

る

。

お

間

違

い

の

な

い

よ

一

ま

で

の

主

…

平

常

明

る

い

憲

法

進

協

議

一

7
日
時
間
日
妻
午
後
一
申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
住

花

束

を

委

さ

れ

た

。

一

二

:

委

J
j議
一

!

j

i

l

l

i

I

i

t

i

l

i

-

-

7

詰

分

1
3
時

一

所

、

氏

名

、

電

話

需

号

室

入

の

な
お
、
九
十
八
歳
以
上
主
は
一
鱗
】
糾
よ
ふ
一
鍾
一

p
砂

一

マ

会

場

望

号

室

長

~

つ

え

一

五

平

塚

市

中

fi--弔

問

駐

日

げ

一

一

位

、

丸

一

♂

一

符

設

揺

議

講

を

欝

く

一

吋

講

師

事

李

医

学

部

教

缶

詰

刊

し

刊

誌

訪

問

し

た

。

一

欝

静

号

機

議

襲

撃

…

青

木

正

郎

氏

一

れ

七

五

0
0
)
へ
。
光
雲
λ

吉

実

(

膚

ケ

原

)

百

二

歳

一

譲

鱒

麓

議

欝

7汀
十
一
一
引
か
ら
j
九

け

ま

で

一

言

語

公

民

館

一

使

、

選

、

人

様

、

心

配

事

な

ど

…

一

一

一

-

佐

川

キ

ヨ

(

襲

)

白

熊

一

撃

侵

重

一

の

一

号

、

秋

4
1
1
7
l
i
l
i
-
-
v問
い

合

わ

せ

先

地

域

づ

く

り

一

…

襲

警

川

宝

よ

り

も

地

よ

の

ほ

う

が

…

1
1
1
A
j
A
1
4
1
4
1
t
lも
1
1
1
4
1も
一
間
(
総
務
庁
)
と
λ
了
で
し
ξ

一
主
行
手
九
校
企
匂
/
央
郵
一
奈
川
民
…
相
談
品
川
(
内
線
一
一
九
一
一
ご
お
安
全
。
ま
し
て
橋
の
た
も
と
に

ジ

ル

で

の

生

活

体

験

の

中

か

ら

、

千

五

点

八

点

一

市

で

は

こ

の

諸

に

併

せ

て

J
i
l
i
l
i
-
-
j
i
l
-
-
一

一

¥

出

デ

な

る

川

べ

り

や

堤

防

は

、

喜

一

あ
ら
ゆ
る
差
別
に
反
対
し
、
空
マ
者
久
保
宮
(
大
空
1
一

行

政

相

談

委

員

の

庁

々

に

よ

る

行

一

…

…

/

ヘ

f-戸
¥
が
号
、
地
す
言
、
地
割
れ
一

い

が

協

力

し

て

生

き

て

い

く

こ

と

さ

主

主

主

主

士

一

政

相

談

所

号

。

一

住

毘

議

官

査

を

子

市

千

尚

一

が

起

草

す

る

っ

て

い

る

二

を
訴
え
た
雲
市
子
さ
ん
(
大
住
年
)
、
斉
藤
変
〈
火
原
小
Z
注)、

F
こ
の

2
1
5行
政

に

吋

し

て

一

;

一

一

ハ

町

内

aqMw-ー
な
お
、
博
怖
か
ら
避
難
す
る
と
一

中
一
室
長
警
は
が
贈
ら
れ
股
俗
宗
(
望
小
2
住
)
、
大
川
一
中
。
一
の
立
場
に
い
り
れ
る
お
々
一
市
で
は
、
平
成
一
一
一
主
の
平
塚
一
留
し
、
九
月
下
三
童
雪
一
一

/
K
1ミ
ン
ペ
一
き
は
、
振
り
落
と
さ
れ
た
り
、
…

た
。
な
お
、
入
賞
さ
れ
た
主
な
絵
照
釜
山
小

3
5、
問
中
友
一
に
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
F

行
政
へ
の
一
市
伶
一
氏
克
町
議
会
宇
月
一
日
現
一
郵
送
す
る
の
で
、
同
封
の
奈
川
同
川
一
t

欠
同
盟
し
て
川
に
警
り
た
り
し
た
い

ま
は
次
の
と
お
り
o
(
敬
称
略
)
費
(
芸
小

3
生
、
庄
一

2
一

皇

、

意

見

、

重

な

ど

を

お

受

一

花

で

行

う

。

一

封

筒

に

て

、

十

月

号

王

ま

一

一

矯

上

て

の

地

盤

人

が

い

れ

ば

、

協

力

し

て

防

止

重

要

護

軍

一

千

百

蓄

す

き

、

言

葉

捻

ト

ム

け

し

て

い

た

だ

く

も

の

の

一

こ

の

警

は

意

調

査

告

を

一

で

に

ご

返

送

を

。

…

一

橋

義

っ

て

い

る

と

き

に

大

出

そ

っ

。

」
ハ
土
J

(

大
原
小

5
年)、

E
Z一
今
日
、
人
協
議
議
委
員
と
亙
決
め
、
そ
れ
に
対
し
て
農
の
み
一

Zな
霊
項
民
総
合
公
園
、
土
地
震
が
き
た
ら
、
振
り
落
と
さ
ま
た
、
亀
裂
や
欠
書
罰
則
を
一

守

優

秀

賞

品

空

白

雲

(

金

三

5
丘
、
出
品
人
一
生
委
r
日
の
ぎ
に
よ
る
人
権
や
む
一
さ
ん
が
ど
の
よ
う
に
君
、
ど
一
室
災
害
共
済
制
度
、
警
の
景
一
一
れ
な
い
よ
う
に
撃
に
つ
か
ま
費
し
た
場
合
に
は
、
後
か
ら
…

絡

青

野

中

2
年
)
、
富
敬
(
神
泊
小
6
年
)
、
榔
ド
洋
子
石
君
主
主
笠
け
す
る
。
竺
の
く
ら
い
潟

ωが
あ
る
の
か
を
調
有
価
人
情
報
謀
議
丁
り
、
周
り
に
注
意
し
な
が
最
適
る
人
の
た
め
に
、
危
険
と
い
一

三

雪

君

主

、

主

愛

(

選

小

6
5、
白

書

f
一
泊
は
か
か
ら
ず
、
雲
寺
ら
れ
る
き
、
高
の
行
政
を
一
進
め
る
}
つ
え
す
雲
対
象
議
以
仁
の
方
約
一
一
め
に
橋
の
よ
か
ら
避
難
し
よ
う
島
を
つ
け
て
知
ら
せ
て
お
…

(大

2
2豆

、
重
寛
子
市
川
資
子
(
山

F
4
2
」
の
で
、
お
託
収
に
こ
利
害
。
一
で
の
義
務
詰
と
す
る
も
の

o
E五
百

人

一

一

ぅ

。

く

と

と

も

に

、

関

係

機

関

に

烹

雨
明
巾

3
2

想
定
締
(
砕
川
府
川
~
中
2
勾
)
、
山
一
マ
ハ
時
間
汀
回
日
(
火
)
な
お
、
調
ぎ
を
お
願
い
す
る
方
一
マ
問
問
い
合
わ
せ
先
総
務
諜
統
計
万
一
の
欠
壊
キ
号
え
れ
ば
、
絡
し
て
お
こ
う
。
(
防
災
課
)
い

{
襲
ポ
ス
タ
ー
の
慈
ム
川
第
一

F
ま
ゆ
子
(
山
城
中

2
2

一
1
時

i
日

は

言

葉

台

帳

か

ら

無

作

為

に

一

識

を

係

(

内

線

一

四

九

)

(2) 
ヨ-盛

平成3~手9伺 158重軽482営

間
際
明
暗
解
や
間
際
協
力
に
つ
い
六
十
八
点
の
応
募
が
あ
り
、
作
文

て
考
え
て
も
ら
う
作
丈
と
ホ
ス
安
の
部
で
は
「
心
か
ら
擁
す
る
人

ー
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
一
千
六
円
に
」
と
題
し
、
幼
少
時
代
の
ブ
ラ

一
個
森
テ
ル
(
唐
ケ
原
)
百
一
歳

a

大
野
ヤ
ソ

(
k箆
)
百
歳

・
森
谷
ヨ
子
(
高
根
)
評
議

・
一
一
色
橋
リ
キ
(
平
塚
)
四
歳

・
田
中
市
民
治
(
代
官
町
)

m
悶歳

s

小
宮
参
司
(
横
内
)
四
歳

・
増
尾
股
蔵
(
下
吉
沢
)
四
歳

金主賓iこ輝いた臼i講義緒さんの作品
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(小錦品)
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(タ持ケ

{人

般
法
捧
相
殺

9
円
山
日
(
水
)
、
品
目
(
水
)
、

日月
2
日(水)、
9
日
(
木
)

予
約
制
(
電
謡
で
も
可
)
、
日
時
3
日時

〈
〉
議
記
、
怯
託
、
測
畿
相
談
刊
月
日
日
(
会
)
、
口
時
3
日
時

、
〈
一
般
市
民
相
談
惇
円
(
た
だ
し
、
と
瞳
は
日
時
ま
で
、

H

曜
②
祝
日
・
第
2
B
槙

4
七
曜
は
除
く
)

ハv消
費
生
活
相
談

9
月
山
口
(
金
)
、
幻
リ
一
(
金
)
、

同
月
4
口
(
金
)
、
日
日
(
金
)
、
9
時
3
日時

〈v-r請
取
引
格
設

9
月
四
日
未
て
日
時
却
分
j
t
J
M

時

心
性
宅
相
談
へ
新
築
博
特
な
ど
)
9
月
日
目
(
火
」
日
時
3
日
開

。
尭
明
考
輩
特
許
相
談
印
月
7
口
(
円
)
、
問
時
j
t
)

同時

お
将
司
d

を
務
少
年
抱
絞
笈
(
市
民
セ
ン
タ
ー

)
M
i七
一
一
一
一
一

円
1
金
曜
日
9
時
1
日
時
と
曜
日
は
日
時
ま
で

心
地
み
ご
と
は

H

ヤ
ン
ダ
テ
レ
ホ
ン
。
お
七
八
三

O

月
1
上
曜
日
9
持
1
日
時
却
分

援

社

会

銭

円

ω
i一一一一一一一一一一一

マ
心
配
ご
と
相
詰
隼
週
月
曜
日
、
日
時
ら
日
時

ハいv
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
識
毎
週
月
1
金
曜
日
、

9
時
3
同
時

(
土
曜
日
は
日
時
ま
で
、
第
2
、
第
4

土
曜
は
除
く
)

〈
〉
結
婚
相
談
毎
週
日
曜
日
、
日
時
j
t
J

日
時

(第
3
日
曜
日
を
除
く
」

〈
〉
母
乎
招
談
持
週
月
1
金
曜
日
、

9
時
1
日
時

心
家
庭
児
麓
椙
談
毎
甜
斤
5
金
曜
日
、

9
時
3
日時

〈
〉
高
齢
者
鞠
難
棉
諜
毎
週
H
i金
曜
日
、

9
時
加
分
i
M時

(
土
曜
日
は
ロ
時
ま
で
、
第
2
・第
4

土
曜
日
を
除
く
)

〈
〉
帰
人
相
談
毎
月
第
3
木
曜
日
、
日
時
1
日
時



(3) 平成三三年9月守 58

10flll EI (食)~17 E1 (*l 

違反主主築パトロールを10月 14日(汚

全E喜一斉に実ノ拾する

担 当 都市部建築指導課

電 話 (23---1111内線607)

広務パトロール
く〉号月 1呂田 (7)<)

• 14時-16時 須賀公民書官

・19時-21時須賀公民童書

く〉望月 24Eヨ(火)

lC時~12時南原公民館

・ 14時~16時中原公民館

• 19時~21時松が丘公民主官。10汚 15Eヨ(火)

曜日時~12時寓土見公民館

・ 19時~21時富士見公民館

担当 広報課広聴イ系

第 482望号

合入札する保領土務

く〉保留地番号 115-1 

地番 平塚市見附沼T43

1也軽費 211.50m' 
。保留地番号122~~ 1 

地番 単 I1H主将拘【 26--17

地積 130. 72m' 

く呆務地番号124

地 嘉 平塚市見附町 19--10 

地積 196.74m' 

o保留地善幸号125--2 

地需 平塚市見附町18 6から分家

f也容受 !32.35m' 

く〉保留地番号125--3 

地番 平塚市見附!RTlH--6からづ?で在

地綴 132.36m' 
く〉保博地番号131--1 

地番平場j-ri錦町 19--10 

土也事費 142.44ηず

く〉保留地番号140
地番平塚市平塚 r~j26---7 

地積 189.59r吋

o保 留 地 番 号 149
地醤 平塚市川尿IZ'JTU3~-6

土也君費 97. 10m' 

く〉保留地番号151

地番平塚市平塚二 rU49- 11 

包容i 340. 771n' 

。保沼地番号159
地番 手塚市手塚二1'[-}11--11

地積 115.79m' 

〈呆積地主昏号166

地番平塚市見~Í町、3 ~ 4 

fti包存者 89.20m' 
ぐ〉保留地番号167---1

地番平塚市見附町32--16

土台持費 72.11m' 

雪月(氷)月 1
と子高宮10草寺~午後己草寺30分

(火)

福祉や保憶に泌する仕事や制度の紹介

一ふれあし

ヲJ守的滋〈釘)雨天中止

午 後 1 子-3時

車工谷パールロ…
ゲームコ…ブーやミ



(4) 平成3年 9月寸 5Eヨっち、

吋
訓
練
、
本
出
九
時
三
十
分
駿

河
湾
沖
を
震
源
域
と
す
る
東
海
地

震
が
発
生
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

避
難
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
内

容
の
広
報
が
、
な
で
し
こ
一
地
ぽ
の

住
民
に
あ
り
ま
し
た
。
今
日
は
九

月
一
一
一
凶
の
「
妨
災
の
臼
」
に
ち
な

ん
で
の
防
災
訓
練
で
す
。

会
場
と
な
っ
た
な
で
し
こ
小
学

校
に
は
、
地
区
役
員
の
誘
導
で
住

民
が
避
難
し
て
き
ま
し
た
。

制
訓
練
は
、
ガ
ス
桶
水
道
・
電
気

の
復
旧
訓
練
、
救
出
救
護
訓
練
、

初
期
消
火
や
濃
煙
か
ら
の
脱
出
体

験
訓
練
な
と
、
各
種
団
体
や
地
域

住
民
の
約
一
一
千
五
百
人
が
多
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
被
害
を
最
小
限
に
す
る

の
に
大
切
な
こ
と
で
す
。
ま
た
、

避
難
す
る
と
き
に
自
分
の
身
を
守

る
よ
}
つ
な
服
装
を
心
掛
け
る
こ
と

も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し

た。
部i樺 を 見守るなでしこ地震のみなさん

ぞに

けが人の手当はi迅速な処霊童を

霊童話漆絡は吾妻点在的確に

お
ば
あ
さ
ん
も
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で

臨
戦式公務

問

一

か

注

一

ッ

動

一

サ

L

謹
一
総
合
公
審
理
事
務
所
で
は
、

一
平
塚
競
技
場
同
開
設
五
周
年
記
念

一
し
て
、
同
競
技
場
で
行
わ
れ
る
白

…
本
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
一
民
公
式
戦

…
の
開
幕
試
合
に
、
市
民
の
み
な
さ

一
ん
を
ご
招
待
す
る
。
観
戦
者
希
望

一
さ
れ
る
方
は
往
復
は
が
き
こ
人

二
枚
)
で
申
し
込
み
を
。
な
お
、

一
申
し
込
み
で
き
る
の
は
市
内
に
お

一
住
ま
い
、
お
勤
め
ま
た
は
透
学
さ

一
れ
て
い
る
方
一
千
人
。
先
着
順

一
マ
問
朗
日
間
月
5
門
口
(
土
)
午
後

一
7
時
試
合
開
始

一
マ
会
場
平
塚
競
技
場

一
円
〉
対
戦
カ
ー
ド
臼
渡
自
動
車
対

一
東
日
本
J
R古
河

マ
申
込
期
限

9
月
初
白
(
月
)

マ
申
込
先
総
合
公
園
管
理
事
務

所
サ
ッ
カ
ー
入
場
券
係
(
干
制
平

塚
市
大
原
1
1
1
@
電
話
お
十
一

二
三
一
一
一
)

、、Fロ

-
K子
日
制
歳
以
上

m
M自
由
形

一
武
田
美
千
代
(
中
里
)
お
秒

ω

一
・
男
子
印
歳
以
上
山
山
口
平
一
郎

市

民

ゴ

ル

フ

一

平

野

昔

話

仙

(

大

神

)

制

秒

お

大

会

を

開

催

一

平

塚

あ

る

く

会

で

は

裂

の

色

て

女

子

初

歳

以

上

野

自

由

形

一
濃
い
箱
根
を
歩
く
。
参
加
さ
れ
る
一
上
野
痩
(
広
川
)
お
秒
間
山
、
同
背

平
摩
市
ゴ
ル
フ
協
会
で
は
第
八
一
方
は
、
当
日
遊
楼
集
合
場
所
に
お
一
一
部
上
野
慶
(
広
川
)
絹
秒
げ

う
一
回
平
塚
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
を
間
一
集
ま
り
~
を
。
一
{
鱗
お
間
企
年
h
y
女
水
泳
大
会
〕

中

一

く

。

一

マ

期

日

9
月刊
ω
日
(
臼
)
降
水
一

8
丹
江
門
口
、
引
品
種
回
中
7
種
目
新

組
一
円
V

期
間
白
山
口
円
お
臼
(
丹
)
午
前
一
確
率
お
軒
以
上
の
場
合
は
お
臼
一
記
録

U
一
7
時
1

一
(
日
)
、
以
後
中
止
一
・
小
学
男
子
お
れ
自
由
形
杉
山

口
一
マ
会
場
平
塚
富
士
見
カ
ン
ト
リ
一
喝
集
合
平
塚
駅
改
札
口
付
近
午
一
亮
(
富
士
山
見
小
)
お
秒
路
、
向

ω

ヴ
一

1
ク

ラ

ブ

大

磯

コ

ー

ス

一

前

8
時

一

幻

自

由

形

杉

山

亮

(

富

士

見

ノ
山
一
円
V

募
集
人
員
市
内
に
お
住
ま
い
一
一
〉
コ
ー
ス
平
塚
駅
宮
の
下
駅
一
小
)
お
秒
間
州
、
同
お
針
背
泳
北

対
一
か
お
勤
め
の
方
百
八
十
人
(
女
子
一
合
意
ヶ
島
:
碓
氷
峠
サ
守
口
城
野
一
下
総
(
神
田
小
)
苅
秒
3

知

一

羽

入

、

男

子

西

日

五

十

人

)

地

選

一

平

塚

駅

一

・

中

学

弟

子

切

れ

背

泳

迷

藤

庭

山山一

V
競
技
方
法
①
沼
ホ
ー
ル
ス
ト
一
マ
持
っ
て
く
る
物
弁
当
、
雨
一
人
(
神
田
中
)
ぬ
秒
付
加

和
一
口
l
ク
プ
レ
イ
②
ニ
ュ

1
ベ
リ
一
具
、
交
通
費
一
千
九
百
円
了
中
学
女
子
切
れ
自
由
形
広
瀬

駄
一
ヤ
方
式
一
マ
問
問
い
合
わ
せ
先
見
慣
口
体
育
一
智
子
(
金
旭
中
)
お
秒
鈎
、
間
平

J

一
V
委

加

費

六

千

円

一

館

内

体

育

課

(

電

諾

泊

三

O
六
一
泳
徳
山
紀
子
(
金
旭
中
)
幻
秒

一
マ
申
込
期
間

9
Rげ
臼
(
火
)
一

O
)

一日
υ
、
向
背
泳
鈴
木
由
加
(
金
旭

一
i
お

臼

(

水

)

一

一

中

)

お

秒

円

相

一

一

小

e

中
抑
制
滋
大
会
綾
田
探
一

一

マ

問

い

合

わ

せ

先

日

見

掛

川

合

体

育

一

一

一
館
内
体
育
課
電
話
回
一
一
一

O
六
一
総
合
公
箇
完
成
主
念
し
て
の
一

8
本
学
生
羅
上

一
O
)

一
剣
道
大
会
が
八
月
十
一
日
、
総
合
一
と
秩
父
宮
賜
杯
一

…

な

お

、

申

し

込

み

は

往

復

は

が

一

体

育

館

で

一

関

か

れ

、

六

百

十

六

人

一

一

一
き
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
一
の
豆
剣
士
の
元
気
な
掛
け
声
が
額
一
臼
本
学
生
陸
上
競
技
選
手
権
大
一

一
性
別
、
電
話
番
号
、
勤
務
先
(
市
…
内
に
響
い
汗

i

。
な
お
、
各
ブ
ロ
ッ
一
会
が
二
十
二
日
(
日
)
に
、
秩
父
一

一
外
の
方
の
み
て
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
一
ク
で
優
勝
々
口
れ
た
方
々
は
次
の
と
…
宮
賜
杯
第
三
十
一
泊
実
業
関
省
学
一

o 
Cコ

B 
。
長
本
サ
y
カ
l
リ
l
グ
二
部
公
式
戦
(
有
料
)

・
9
月
四
日
(
水
)
げ
時
フ
ジ
タ
対
ヤ
ン
マ
1
デ
ィ
ー
ゼ
ル

-
M
W
月
2
日
(
水
)
口
時
フ
ジ
タ
対
住
友
金
属

。
サ
ッ
カ
ー
・
コ
ニ
カ
カ
ッ
プ
(
有
料
)

・
9
月
凶
日
(
水
)
叩
日
時
吋
日
産
自
動
車
対
ヤ
マ
ハ
発
動
機

a
9
月
お
日
(
ホ
)
刊
日
時
東
日
本
J
R古
河
対
東
芝

-
ぬ
月
2
日
(
水
)
刊
日
時
東
芝
対
マ
ツ
ダ

oa本
サ
ッ
カ
ー
リ
l
グ
一
部
公
式
戦
(
有
料
)

-m月
5
日
(
土
)
M
M
時
日
産
自
動
車
対
東
日
本
J
R古
河

。
そ
の
外
の
噛
科
大
会

・
9
月日
ω
臼
(
臼
)
山
山
時
臼
本
学
生
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

・
9
月
お
呂
(
祝
)
立
時
実
業

g
-
学
生
対
抗
陸
上
競
技

〈
〉
そ
の
外
の
大
会
(
入
場
自
治
)

-
9
月
刊
即
日
(
月
)
9時
関
東
地
区
盲
学
校
陸
上
競
技
会

帽

9
月
お
臼
(
土
)
9時
中
都
中
学
校
盤
上
競
技
大
会

・
9
月
初
臼
(
臼
)
8
時
平
塚
市
中
学
校
総
合
体
育
大
会

尋問凶月
6
8
(
臼
)
ヲ
時
五
大
学
対
校
陸
よ
競
技
大
会

-
M
W
月
刊
山
呂
(
祝
)
9時
中
体
連
(
陸
上
競
技
)
新
人
戦

am月
円
以
臼
(
土
)
問
時
関
東
学
生
新
人
窪
上
競
技
大
会

-
m
R訪
日
(
臼
)
9
時

刀

軍軍

ところ

iこ軍需聾英霊露 想い出のアン
擁モントリオール留際映画祭出品作品

錨文化庁主芸術祭参加作品

戦争の悲棲さ、平和の尊さをみんなで考え

る映繭です

入場無料定員1サ400人

担当 地 域 づ く り 諜 市 民 生 活 保

人

人

個

3
、
る

ブ

プ

い

一

一

て

ル
ル
つ

ク

グ

持

ブ

の

の

を

一

主

上

着

ル

以

以

愛

グ

生

生

に

の

校

学

版

土

高

中

制

N

H
P
ト
一

ン
ス
ト

パ

テ

ス

ア

ン

テ

ユ
コ
ン

チ
ス
コ

マ
ン
綴

ア
ダ
酬
明

。。。

申し込み 写真とアマチヱアパンドは、デモテープ、

そむ外はBGMテープを添えて、 9月25臼{水)までに

青少年会館内青年フェスティパル連絡所{電話32

7029) へ申し込む。

弊集要領、申込書は青少年会館にある



ッ
ブ
を
記
入
の
う
え
、
一

Tm平
塚

一

お

り

。

一

生

対

抗

陸

土

競

技

大

会

が

九

月

二

一
②
幻
点
3
セ

ソ

ト

マ

ソ

チ

一

市

松

風

町

l
i
m
u

平
塚
市
ゴ
ル
一
一
〉
小
学
3
年
女
子
高
橋
麻
衣
子
一
十
三
日
(
祝
呂
)
に
、
平
塚
競
技

一
マ
申
込
期
限

9月初
日

(

月

)

一

フ

安

一

事

務

局

、

一

(

松

原

f

小
)
、
同
男
子
A

野
口
一
場
で
問
岡
山
慨
さ
れ
る
。

一

{

第

四

日

間

ゲ

ー

ト

ボ

!

ル

大

会

}

一

一

棋

士

(

松

竹

県

小

)

、

陀

忍

石

田

一

日

本

を

代

表

す

る

一

流

の

ア

ス

一

マ

雪

背

官

(

木

)

午

前

一

西

丹

沢

ユ

!

シ

一

時

光

(

篇

土

見

小

)

一

リ

!

ト

の

競

技

が

沼

の

前

で

ご

覧

一
9
手
1

一

一

一

一

仔

一

ン

へ

秋

の

登

山

一

マ

小

学

1
1女
子
零
時
頼
子
一
に
な
れ
る
の
で
、
ぜ
ひ
観
戦
を
。

一

マ

会

場

平

塚

の

は

ら

っ

ば

一

一

(

金

甲

4
)

間
男
子
A

吉
田
一
{
総
本
欄
霊
縫
上
競
授
選
手
権
}

一

エ

苦

加

資

格

市

内

に

お

住

ま

い

一

平

塚

山

岳

協

会

で

は

秋

の

登

山

一

正

康

(

中

原

小

)

、

同

お

露

木

一

・

9
月
幻
自
(
呂
)
午
前
日
山
時
5

一

の

方

で

編

成

し

た

チ

ー

ム

(

殿

督

一

に

参

加

さ

れ

る

方

を

募

集

す

る

。

一

辰

徳

(

勝

原

小

)

一

午

後

4

特

ナ
メ
ン
ト
②
6
ゲ
!
ム
先
取
一

8
時
1

一
1
人
、
選
手
5
人

、

補

欠

2

人

二

今

聞

は

、

丹

沢

山

塊

の

中

で

今

一

マ

小

学

5
年
女
子
下
以
護
保
一
因
入
場
料
金
一
般
一
千
円
、
学

出

一

軒

時

伏

見

起

こ

詰

し

諸

団

小

中

一

一

市

喜

リ

ン

ク

ト

i
ナ

メ

一

法

話

守

の

霊

ユ

一

L
Z
u
r
Jっ
ち

一

長

一

れ

訂

長

}

い
誠
一
ル
大
会
}
一
学
生
②
問
一
体
は
小
学
校
通
学
区
一
マ
申
込
諮
問

9月
げ

日

(

火

ニ

マ

期

日

初

月

日

出

臼

(

土

)
1竺
最

土

谷

延

1

3

7

9

月
百
(
祝
)
午
後
O
時
叩

幹

一

マ

期

日

背

2
日
(
水
)
i
m
一

域

で

編

成

す

る

一

1
m月
日

(

金

一

一

日

(

日

)

一

マ

小

学

6
年
女
子
巴
中
理
恵
一
分
1
3詰
分

¥
」
日
(
金
)
ま
で
の
う
ち
の
6
日

一

マ

競

技

種

筏

①

億

人

(

男

、

一

{

第

一

語

市

内

実

業

団

対

抗

体

育

一

。

集

合

新

松

田

駅

前

守

前

9
t
(横
内
小
)
、
間
男
子
A

住
竺
・
入
場
料
金
一
般
一
千
回
目
学

一

間

一

女

)

の

部

小

学

校

1

・

2
・

一

大

会

〕

…

マ

コ

ー

ス

新

松

田

駅

(

午

前

9
一
誠
洋
(
富
士
見
小
)
、
同
B

石
一
生
五
百
円
、
中
学
生
以
下
無
料

警
童
会
一
五
ス
ポ
ー
ツ
の
一
・
時
間
第
1
試
合
(
午
後

6
一

?
?
?
6年
の

部

、

中

学

一

マ

害

、

警

背

百

三

宮

分

)

寄

雨

露

ユ

1
一

山

車

(

雲

市

)

一

秋
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
臼
ご
ろ
一
時
品
分

5
7
2
2、
第
2
試

一

生

率

一

レ

I
ボ
ー
ル
)
、
背

z
i一
シ

ン

ロ

ジ

ジ

(

也

事

岳

一

マ

中

学

1
年

女

子

石

黒

朋

子

一

サ

ッ

カ

j
の

コ

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
い
た
一
合
(
午
後
7
詰

分

1
8
喜

志

望

の

部

王

子

生

の

み

)

一

月

3
日

(

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

、

一

大

倉

パ

ス

停

(

午

後

5

碍

)

解

散

一

(

浜

岳

虫

、

重

工

森

田

…

ニ

カ

カ

ッ

プ

を

だ
こ
う
と
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
閥
聞
く
。
一
分
)
一
マ
競
技
十
月
治
①
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
一
サ
ッ
カ
ー
、
硬
式
テ
ニ
ス
)
、
日
一
の
み
)
一
マ
会
場
総
合
体
育
館
メ
イ
ン
ア
一
一
〉
定
員
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
一
博
樹
(
金
旭
中
)
、
問
B

津
田
…

安
加
を
希
恕
さ
れ
る
方
は
、
申
一
マ
会
場
江
錫
忠
義
ほ
か
一
②
勝
負
は
3
本
③
間
体
戦
は
5
…月

3
日
(
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓
一
マ
競
技
方
法
ト
!
ナ
メ
ン
ト
お
一
リ
i
ナ

一

叫

人

(

先

着

順

)

一

久

敬

夫

住

中

)

…

サ

ツ

カ

!

の

コ

ニ

カ

カ

ッ

プ

が

込
書
書
課
に
あ
る
)
を
見
附
一
マ
憲
章
需
に
お
住
ま
い
工
1
総
で
1

窓
1

T
ム

一

球

、

軟

式

事

エ

び

リ

ー

グ

戦

一

マ

一

童

市

内

に

お

住

ま

い

の

女

一

V
参

加

費

五

千

円

亨

中

学

2
年
女
子
武
井
早
笛
一
九
月
十
百
か
ら
始
ま
り
、
平
塚

台
体
喜
内
体
育
課
(
裏
目
一
か
お
勤
め
の
議
以
上
の
方
で
編
一
マ
申
込
襲

9月
背
(
木
)
一

V
参
加
資
格
需
の
事
務
所
、
一
マ
申
込
書

9
3臼
(
火
二
性
三
百
人
(
第
主
1
ス
ゐ
歳
一

v
申
込
受
付

2
2日

一
(
中
原
虫
、
間
男
子
石
塚
功
一
撃
場
で
は
予
選
ジ
i
グ

の

霊

…一一

05)
へ

。

一

成

し

た

チ

ー

ム

一

{

整

問

婦

人

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

大

一

事

業

所

で

編

成

し

た

チ

ー

ム

(

た

了

背

苦

(

金

)

一

ま

で

の

万

、

第

2
コ
i
ス
ム
歳
一
(
水
)
、

4
日
(
金
)
の
午
後
7
一

語

(

富

士

一

雲

行

わ

れ

る

こ

と

足

っ

た

。

警

護

人

テ

ニ

ス

室

一

守

護

方

法

①

ト

ー

ナ

メ

ン

ト

一

会

一

だ

し

、

硬

式

テ

ニ

ス

は

1

チ

ー

ム

一

一

1
震
ま
で
の
方
言
五
十
人
)
一

1
8待
〈
参
加
費
持
参
の
こ
と
二
マ
中
学
3
年
女
二
百
恵
(
中
豆
こ
の
大
会
は
天
皇
杯
、
日
本
リ

マ
印
刷
臼

9
月

お

門

口

(

木

)

午

前

一

②

5

剖

戦

一

マ

期

日

四

月

8
a
(火
)
午
前
一

F
、

一

抽

選

一

マ

申

込

先

e

問
い
合
わ
せ
先
克
一
中
)
、
間
男
子
務
谷
泰
典
(
中
一

l
グ、

J
S
L
カ
ツ
ブ
に
続
く
大

宮
守
(
雨
の
と
き
背

7;申

込

書

~9219ヤ
一

ろ

ホ

j
ヅ

教

室

開

く

一

マ

喜

一

一

下

円

一

書

体

室

内

体

裏

(

喜

一

原

中

)

一

会

と

し

て

昨

年

か

ら

始

ま

っ

た

も

(

月

〉

)

一

今

日

(

金

)

…

マ

会

場

長

台

体

育

館

一

J

…
マ
申
込
襲

9
月

百

三

一

J

一一

0
5

一

水

泳

大

会

の

給

栄

一

の

て

2
5本
リ
ー
グ
一
部

守

会

場

桃

浜

庭

球

場

一

マ

そ

の

他

泣

チ

ー

ム

以

上

喜

一

マ

参

加

皆

様

再

に

お

住

ま

い

一

一

宝

塚

市

ス

ボ

i
ツ

霊

蹴

(

財

団

へ

語

、

申

込

書

体

育

課

に

あ

る

一

一

…

十

一

一

チ

i
ム
と
パ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪

守
重
喜
市
内
に
お
住
ま
い
一
し
ま
が
あ
っ
た
場
合
は
抽
選
一
の
主
婦
ま
た
は
お
歳
以
上
の
女
性
一
平
塚
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
慰
問
で
一
日
豆
、
官
(
丘
、
官
2
一
家
2
問
ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス
撃
二
総
合
公
窟
完
成
一
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た
水
泳
一
代
表
を
加
え
た
士
一
一
チ
ー
ム
が
栄

の
主
婦
ま
た
は
初
歳
以
上
の
女
性
一
豪
語
少
年
少
女
露
天
会
こ
ロ
人
で
編
成
し
た
チ
I
ム
一
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
殺
し
み
楽
し
ん
て
凶
(
月
て
全
6
回

一

マ

臼

程

背

9pu月
百
一
記
念
大
会
開
館
く
一
大
会
に
好
記
録
が
続
出
し
て
い
一
奪
回
指
す
。
日
本
書
レ
ベ
ル

マ
競
技
方
法
①
ダ
ブ
ル
ス
ト
l
一
マ
綴
5

m
月
6
臼
(
包
午
子
一
マ
競
技
方
法
①
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
一
で
い
た
だ
く
た
め
の
ス
ポ
?
ツ
教
一
・
授
間
午
前
9
持
部
分
ら
ロ
持
一
の
毎
週
水
曜
日
、
全
8
回

一

一

る

。

各

大

会

で

新

記

録

(

一

位

)

を

一

の

試

合

が

期

待

さ

れ

る

の

で

、

ぜ

竺
判
示

-
Z

引
μ悶
日

日

J
…

室

員

く

。

長

加

を

。

一

マ

会

場

長

ム

口

体

育

館

一

時

間

午

後

7
持
1
9持
一
総
合
議
室
を
記
念
し
て
の
一
出
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
。
一
ひ
と
震
を
。

一
浩
一
川

M

M

育
j

ノ
ソ
日
刊

J

U
吾首

M

M

M

刀

ソ

ノ

/

/

ゾ

/

初

出

乙

一

家

2
沼
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
教
一
マ
定
員
市
内
に
お
住
ま
い
か
お
一
マ
会
場
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
l
一
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
か
れ
る
。
二
輪
開
校
一
朗
日
平
塚
選
手
権
大
会

7
一
マ
間
同
僚
[
凶
(
右
表
日
程
参
照
)

誠

一

駒

一

一

z

j

m

m

ノ

ヰ

M

M

J
一

議

一

勤

め

の

立

性

部

人

(

初

級

、

中

級

一

ト

一

{

軟

式

庭

議

事

様

式

会

一

月

昔

、

幻

種

目

中

ぬ

警

新

記

一

マ

ム

足

場

事

競

技

場

ヨ
一
ー
斗

iji:if--J川
1
1
1
{
;
;
l
l
j
f
J
I
l
l
i
-
-」
一
マ
巴
程
ぬ
[
パ
4
日
1
3月
の

毎

一

各

お

人

)

季

語

一

V
定
員
市
内
に
お
住
ま
い
、
ぉ
一
マ
警
背
6
臼

(

釘

)

午

前

一

録

一

マ

入

場

料

一

般

一

千

百

円

、

イ

一

場

一

ト

日

ト

小

二

官

担

金

曜

日

(

原

則

と

し

て

月

4
凶
)
…
マ
非
加
料
一
ぺ
千
円
一
勤
め
ま
た
は
通
学
し
て
い
る
お
歳
…

9
時
jkp

了
男
子
初
歳
以
上
切
れ
自
由
形
一
?
高
校
生
七
百
円
、
小
学
生
凶

ニ

一

一

小

小

児

小

し

小

小

中

小

小

丘

小

小

小

小

小

ほ

れ

わ

ト

ト

ト

、

一

一

・

時

間

午

後

4
持
初
分
1
6時
一
門
V

申
込
受
付

9
月刊
μ

[

H

H

(

火
)
一
以
上
の
万
鈎
人
(
初
級
、
中
級
得
一
円
〉
会
場
総
合
公
開
制
テ
ニ
ス
コ
l
一
今
村
弘
幸
(
真
土
)
泌
秒
錦
、
戸
一

同

一

会

一

一

一

足

立

主

認

定

宗

主

器

材

弘

5
2
2
7会場

H
議

長

喜

一

1

一

お

人

)

抽

選

一

ト

一

女

子

主

ひ

と

み

(

東

中

原

)

一

マ

問

い

合

わ

せ

先

僻

つナ
1

1

4

i

l

l

-

-

J

I

l

l

-

上
一

V
定
員
需
に
お
住
ま
い
の
小
一
嘉
3
邸
時
時
人
フ
イ

y
ト

ネ

ス

教

一

ヤ

参

加

料

八

千

円

一

マ

意

書

市

内

に

お

住

ま

い

一

諺

位

一

理

事

務

所

(

霊

お

一

竺

間

一

日

間

印

刷

日

開

問

F

J

P

，
p
m
m
-
二
学
4
5
6
年

生

凶

人

(

允

章

二

議

一

マ

申

込

期

限

9
月
百
(
土
)
一
か
お
勤
め
の
一
万

日

μ
一
概
一
明
刀

M

H

問
問
グ
刀

M

ρ

N

N

問

問

問

問

H

N

N

H

H

刀
明
日
」
一
マ
参
加
料

1
か
月
二
γ
円

三

日

程

刊

行

8
臼

t
n月
習
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警

察

泳

教

義

一

マ

競

技

方

法

ト

ー

ナ

メ

ン

ト

H

~

↑
川

ilili--hい
は
1
1
1
1
1
j
jい
い
け
い
け

(
l
iい
い
い
し
一
マ
申
込
見
付

9
丹
げ
住
友
)
一
の
毎
選
火
@
千
金
曜
日
、
全
お
一

V
日
程
日
月
泣
ロ
ー
は
丹
U
R
一
マ
申
込
期
限

9
月
幻
自
(
金
)

バ

一

竺

善

顔

見

水

こ

土

幡

原

原

官

丘

回

2
5ほ
北

原

下

田

ご

沢

二

1

一

回

一

一

除

く

立

宣

言

選

手

一

{

警

護

芸

人

会

山

口

二

港

士

山

之

が

榊

ず

{

第

2
濁

婦

人

卓

球

数

議

て

時

間

第

1
コ
ー
ス
(
午
前
9
一

本

雪

、

吉

田

一

γ
期
B

背

6
日
(
臼
)
午
前

一

一

て

惨

マ

日

程

凶

月

7
日
(
月
)
、

M
H

一
時
お
分

3
切
符
必
分
)
、
第
2
コ
一
切
一
時
間
午
後
7
時
3
8寺
0
分一

9
時
1

市

一

地

一

崇

ヨ

ー

な

友

八

中

南

四

立

横

登

域

金

み

畑

勝

μ
金

問

日

豆

、

習

(

豆

、

口

月

L
lス
〈
午
前
日
号
マ
ロ
時
二
マ
会
場
総
合
体
育
前
向
フ
ル
一
マ
会
場
総
合
体
塾
長

ヰ

け

ユ

マ

定

員

需

に

お

住

ま

い

、

ぉ

二

話

資

格

市

内

に

お

ま

ス
ミ
?
勤
め
ま
た
は
遜
学
し
て
い
る
叩
四
歳
一
ぃ
、
お
勤
め
ま
た
は
通
学
し
て
い

?

で

な

以

上

の

方

判

人

(

初

、

山

語

、

初

級

…

る

方

者

各

部

人

)

泊

選

一

門

〉

競

技

種

R

小
学
1
1
3
2
年・

7
委

加

料

四

千

円

一

小

学

3
h
4
年
'
小
学
5
S
6

7
申
込
期
阪

9
月
れ
臼
(
七
)
一
年
・
中
学
生
。
高
校
生
・
一
般
有

①
申
し
込
み
(
ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
一
段
・
有
段
・
友
子
の
部

ス
'
ホ
泳
教
室
は
、
往
復
は
が
き
一
マ
競
技
方
法
官
、
数
万
式
③

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
語
…
ト
!
ナ
メ
ン
ト

号
、
希
望
ク
ラ
ス
名
を
記
入
ニ
マ
申
し
込
み
期
限

9
月
印
臼

は
、
い
ず
れ
も
守
山
平
塚
市
見
約
一
(
金
)

町
民

1
平
塚
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
一
申
し
込
み
は
、
見
併
合
体
品
段
階
内

財
閥
・
電
話
お
む
一
心
一
一
へ
。
一
体
育
謙
二
時
点
幻
一
一
O
Aハ
O
)
への

臨憲議v-ら

会
期
円
料
試
合

・
9
月
初
日
(
金
)
刊
日
時
プ
ロ
野
球
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権

・
9
月
刊
ω
日
(
土

)ω
待
首
都
大
学
野
球
秋
季
リ
ー
グ
戦

・
9
月

初

日

(

日

)

ぬ

時

ρ

。
入
場
由
同
期

'
9
月
幻
自
(
祝
)
9
持
臼
本
少
年
野
球
連
盟
十
秋
季
大
会

・
9
月
刊
山
口
(
水
)
時
時
新
制
聞
東
大
学
秋
季
リ
ー
グ
戦

・
9
月
山
山
日
(
木
)
山
山
時
刀

-m月
6
H
(
臼
)
凶
持
高
野
連
軟
式
部
準
決
勝
戦

-m月
間
山
臼
(
祝
)
9
時
市
中
体
連
病
人
戦
(
野
球
)

叩
月
日
日
(
日
)
問
時
高
釘
連
軟
式
部
決
勝
戦

童轄482宝華〈ち〉

会

a 
。
有
川
料
試
合

'
9
月
訪
日
(
臼
)
川
山
科
吋
第
口
凶
日
本
サ
マ
i
リ
ー
グ

・
9
月
日
日
(
休
)
山
時

H
H

・
9
月
紅
白
(
土
)
9
時
関
東
大
学
一
部
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

・山山口付
5
H
(上
)
9
時

H
M

〈
〉
入
場
自
治

・
9
月日
μ
口
(
口
い
)
9時
四
期
叩
地
弘
学
校
対
抗
卓
球
大
会

e
m
山月
6
5
(
日
)
9
時
第
円
、
町
山
平
塚
市
空
手
道
選
手
権

@
刊
月
6
日
(
日
)
9時
中
体
逮
(
新
体
操
・
柔
道
・
剣
道
)

新
人
戦

am月
刊
日
(
祝
)
9時
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
催

。

ω月
初
日
(
祝
)
9時
新
空
手
選
神
奈
川
選
手
権

-m丹
は
日
(
土
)
9時
家
窓
婦
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

-m月
日
汀
(
日
)
9時

N

2 
宮月23Eヨ(幸兄臼)

;穏罪符潮来(篤入)11) 

朝霧河畔縁地

当日午前 7時~々前10時(時間離守)

午前 7日時~今後 2時、さお・仕掛け・

えさ自由、オカッパリ・船多つり自由

申し込み方法 所定の申込書聖で、大会当日受付

時隙内に本部へお申し込みを。中学生以下の

幸加者は、保護者向伴か問主主惑が必要。

・申込醤は主目的鼻高に はせ;Ii釣旦底、奥津繋

八釣具脂、西野つり'4民、秋選釣具倍、みとめや釣

具J!i、すずき釣}:U~、熊沢釣県民、 T島釣具匹、親

鱗堂、てー?宗晶、寓ドJ具荘、森釣呉服、浦田ポー

ト席、片倉ボ トマリ ナ

<)J[~村合体稼館(草山】 3凶 7)

ー開放嘱目 点球、バドミントン、パスケツ

ト、軟式庭球 (~16時〉、ハレ (16時へ〉

9 jj30 tヨ(湾)午後 1時~午後 8時

。10Jl14El(月)グ

く〉金EE公渓館体害事館〈電話31 お〉

o金沼公民館体育館〈電話58-0101) 

く〉神路公渓童書体育館(電話 0239)

咽開放種目 ノミレー(9 時~13時〉、パドミン

トン、卓球Cl :i時-~16時〉、ハスケット(16

時~2()時〉、

盆 9月16，ヨ(刃)午前 9時~午後 8時

• 10斥 7臼 (汚 )ノ

・10月211'1(月)グ

※日日分の申レ込みは10パ ltl午 前 9時ヵ、ら



す秋の務主義まつり

会館そ利用する音葉サークルが日ごろの練

開成果を発表する。

毎期日 9月21日(北) J:5時~、日(日)

10&学~

・会場 脅少年会館襲会室

会初心者のためのi童書記教室
ー日程 10月}目 ~12月 17日の時週火曜日、

*lU"'J 
@時間 19時~21時

会場管少 年 金 踏 会 合 室

定 島 知 人く先着脂〉

布教材費 3，000円

す少年少女奨術教室震

平塚町民話を基に水彩画、版画を諜レむ0

・臼韓日月 5 日 ~12月 14 自の毎週木曜日

(除く日月 26)、 全10回

-時間 14時~16時

・会場青合年金舘葉樹霊

鴨定員 小 学 4年生~中学生20人〈先着順〉

・教材費 1.000円

会開鰭時間

火~二i曜 日 9 時~21時30分
(日曜日のみ 9 時~17時〉

す峡盟主会

~ '.> 9月22日(日)四時、 14時 3階ホーノレ

{みにくいアヒルの子 8汁

10アギの親下と宝物 24分

う 9月29自(即日時、 14時 3階ホール

「方式:記 25分

「新しい寝たきり老人の介蒋J

公子供時高言語重量

。10月 6日(日) 10時、 14"寺 3措ホル

fそれいけアンパンマン 70分

可、開舘時間

火~日曜日 9時一、 16時日分

L 金時 f-~ のみ 境w軍と参考空は 9日時~四時

5()5t) 

1 体館呂 毎週日目務日、月末、 9Jl24H 

{特別整理期鰐による体館臼3
。凶書館本館 10月 7 日、 10月 IOfl~23 日

iι凶得舘 lOjJ 7河へは円、け

塁審館本露

〒 浅 間 42 ';':註 0415

然襲晃察会

日本 の補(ゆっ〉水場どいわれる柿出川を

訪ね、情水の様子やフ植物を観模する。

‘涛Hl lO}l 6 f1 (fJ) 

民場所 持関県清水町柿間川禍水昨

定員 30人吋由選〉

~f !し込み 〈けJZG日まで に 技 指 は が き で

す体験学著書「紙すきj

子すき和紙の技術を学ぶ。

合期日 lU月 1]日(日) 9時~日時

'会場時物館科学教宰

・工員 20人〈抽選〉

・材料費 80uF] 

。申し込み lOfJ 7日までに主主捜はがきで

す勢総品こコーナー「教務室華料産量J
戦時中のでたちむせ活を物語る皆料や、

~í時の教科書などを撰がする。(~ 9丹 17[1)

ブラネタワウムー草色。〉一生

(6) 

九1がどのようにして誕生し、どのような過

刊を轄と大人の星へと成長していくのかを見

て みる。(9 月 7 日 ~ll月 2 日)

②投影日 土曜日時、日曜日日時・時

投影時間日分

86人

必見覧米} 100円〈当日の午前 9時から博物館

11号号受をヮ乞)

ぺ開舘時間 9 時~16i昨日介

体賠臼 M沼月BIf円、月末、 9月 24日

博物舘千埼間町12 電 話 5111



事寵482望号

1;3[-1 イヒダくクミ;ぇti'H

16l-1 旭 J仁公民舶、淡掛南農協士

と支所

17fl 弘ザ"壬モm目、 ※号企ミよ込

iδfi 大野公館、 横内公上己責

眠漣センター

盟前期(肝娠 6か月までの }J)

l()fJ 7日 今後 1州知什へ-.ji時

目脂~ì rO)仙の変化とごしん、貯

金rtH4ミヂ失
10円 14tJ 今子毛主 1 パ)づ}~~ 4 It_J 

お母さんとノふちゃんの前のえ

お産の準備と亦ちゃんの立釦

lOJ]2lE j 守前lf)時1II分~今後 2fJ子

妊掛'1'と点後の栄長(調理完封と

を試食)

蜜翼後期(妊腕 N力、円以臆のJj)

10]j28f1 守杉に 1 】侍30ク上~ ，1弘子

お践の進みノJと老後の過ごしん e

JTF脱法

llJj 2 H 9it年 'j()づ}'-11~ ，'f 3() ラ〉

点ちゃんのおふろ(よさ軒)、お父さ

んも一緒にどうぞ

盟会場採世センタ

鶴主治氏。〉許可を得てからご参加ぞ

盟白子健版 F帳、(全日時

共通)、スラックス('1[1と281i、、

Fふさ夕方ル (21f fと 2 、エプ

ロン、 角布 (2ltl)を子号令
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?

2

W

一

7
6
i
-
F
L

任
問
ー
同
日
J
b
)
、
布
製
ソ
フ
ァ
、
木
機
、
全
自
動
洗
曜
機
、
制
箆
良
一

市
側
一
断
行
知

H

H

H

T

H

日
]
け
一
み
な
さ
ん
山
こ
協
ハ
ケ
で
問
い
ふ
ら
せ
製
シ
ン
グ
ル
へ
y
ト
、
食
卓
用
一
ア
i
プ
(
大
人
用
、
小
学

3
2用)
、
同

陣
前
参
月

2

同
日

6

1

8
日
児

3

一
が
増
え
て
い
る
い
お
問
い
凸
わ
せ
を
い
ル
・
い
す
、
遊
子
レ
ン
ジ
、
慎
帯
用
カ
男
T
用
自
転
車
、
ベ
ピ
i
力

?

付
場
子
持
か
月
汀
汀
窟
片
ハ
口
頭
打
…
た
た
い
た
と
き
に
は
既
に
告
示

J

ス
コ
ン
口
、
境
内
卓
L
E

セ

川

乗

り

・

2
人

乗

り

)

パ

在

五

日

を

ね

叩

叫

4

U

4

4

万
円
引
…
る
物
も
あ
る
什
て
、
こ

f
f〕
り
ハ
ン
用
)
、
一
づ
ザ
ジ
機

J

、
工
業
用
ミ
シ
/

蝿第 Z期対象は 3か汀以 !-:.4歳未

満の現ゑfJ児。 3l塁間から K-'昼間司の

間隔で 3 受ける

調第 2期第 l期の 3回 f-JrJ)接荷 fl

から 2年以 ι1年 6か月以内に l

!fiJ受ける。 5揖 6か月に濯するま

で受けられるが、 4揖までに終 f

することが望ましい

髄開業医、病院で接揮を。接種fJは

医師とご相談を。

輯料金無料

覇探険証、母子健牒 F帳をJ弘子雪

車掌建てFらつか平 成3変革91'寺号 58

母揮瞳センタ

中型34 17 電話 11 03il 

駅前パスターミナル 5話線 中東

経由日向同行または諏訪日町粍山市

民病院行実感センタ

田平壇揮瞳所

号室主1余震J2 -_-21 '~草話 --0130

駅前パスタ ミノトjレ2盈線復野

鳥刊行 f営 林 署 前j

(ア〉

日立王な景勝地 平塚八景(湘南平、刷新朝

来、平塚砂丘夕映え、講の前県J斡士、八

幡山公霊童、霧降むの滝、金百}IIとを毘奇堂、

七E塑峠) 等

公金な行事七夕まつり、花火大会等

⑨対象中学生以下

a 送 1)先苧254平理市浅間町 9

平嘩市観光協会

・締め切り 10R 3日f木)

応義事ょのJ主要量 ①作品の裏簡に住所、氏

名(ふりがな)、学校名、学年、電話番号

を記入する。②クレヨン、クレパス、水

彩、油絵、版必]などなんでもよいη ③サ

イズは 4ツ切り以上(版画は B?以

e 公道への商品等のはみ出し棟

列やEヨ重方絞3'1:穫量の不法設霊堂は

やめよう

歩行者の通行に大変危険、街

の美観もそこねている。二手法

を言干さないよう、市民のみ な

さんのご協力を

マ
日
程
ぬ
月
7
臼
(
月
)
、
H
H

日
(
同
月
)
、
幻
自
(
火
て
お
日

(
月
)
、
江
月
江
田
(
月
)
の
5

日
間
コ
l
ス

高
時
間
午
後
1
時
泊
分
1
(
凶

丹
認
臼
の
み
午
後
0
時
1)

ヤ
対
象
糖
尿
病
の
方
お
よ
び
そ

平塚署警察署、 i革路管理主果、交通安全談
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出
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ル
の
受
講

生
を
募
集
す
る
。

マ
日
程
四
日
開
日
、
四
日
い
の
円
降

水
合
金
曜
日
、
全
5
間

・
時
間
午
後
1
時
羽
分
1
4
時
出

与
Jラマ

会
場
福
祉
会
舘

マ
内
容
講
横
台
、
体
験
す
習
(
寝

た
き
り
老
人
介
助
、
車
い
す
介

助
)
、
福
怯
持
品
但
見
学

マ
定
員
叫
人
(
先
着
順
)

マ
申
込
先
草
場
市
社
会
福
祉
協
議

会
(
電
語
詔
一
一
一
一
一
三
一
一
一
)

重蕗482号

こ
れ

・
脇
島
と
も
ま
す
ま
す

充
実
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

(
山
下
機
山
察
予
さ
ん
)

ご
質
問
の
よ
う

一
お
答
え

に
生
緩
学
習
の
必

要
性
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
を
支
え
る
ひ
と
つ

に
図
書
館
が
あ
り
、
市
で
は
市

民
の
み
な
さ
ん
が
必
婆
な
と

き
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
考

φ

時

間

午

後

Z
時
四
分

5
4時

7
会
場
東
海
大
学
医
学
部
講
堂
B

V
定
員
四
識
以
と
の
万
二
百
一
L
l

人
(
抽
選
)

マ
申
込
期
間

9
月
日
日
(
火

)
1

M
B
(火
)

7
受
講
料
一
↑
千
円

申

υ込
み
は
、
往
握
は
が
き
に
佐

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
を
記
入
の
う
え
、
字
削
日
伊
勢

車
問
下
槽
屋
四
一
東
海
丈
精
子
夜

学
部
付
属
南
院
総
務
課
(
電
卓
出

五
五
)
へ
。

半
草
地
区
浄
化
槽
対
革
推
進
連
絡

協
議
会
で
は
埠
化
槽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
く
。

マ
日
時
叩
月
1
日
(
火
)
午
前
日

時

5
午
後
3
時

マ
会
場
駅
ピ
ル
ラ
ス
カ
前

マ
崎
容
浄
化
槽
白
馬
一
阜
、
開
設
コ

ー
ナ
ー

hv
問
い
合
わ
せ
先
環
境
荷
生
管
理

諜
管
理
第
2
様
(
内
線
↑
一
四
一
二

…
救
護
畠
闘
の
愛
録
を
一

災
害
時
に
臨
時
救
護
所
で
看
謹
の

お
手
缶
い
を
し
て
い
た
だ
く
方
の
登

現
在
、
臨
書
館
本
館
、
北
開
凶

番
館
の
一
一
舘
で
サ
ー
ビ
ス
し
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
十
分
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
旭
地
区

に
西
図
書
館
、
海
岸
地
点
に
南

錐
を
し
て
い
る
。
ご
協
刀
を
。

マ
後
詰
資
格
市
内
に
お
住
ま
い
で

保
障
掃
、
助
産
婦
、
肴
護
婦
で
)
、

瀧
看
護
婦
(
い
に
)
の
資
格
の
あ
る
方

マ
登
持
先
消
防
本
部
防
虫
課
(
内

線
一
一
五
七
)

ゑ
ご
み
畑
地
環
器
齢
制
協
誕

生
ご
み
処
理
器
を
斡
{
あ
っ
)
旋

す
る
。
ご
利
用
を
。

マ
円
時
日
月
日
日

(t)
今
後
1

寺
O
〉
)
}
手

日
3
4フ
i
f
H

マ
場
所
市
役
所
新
館
前

マ
橋
類
、
金
額

・
据
え
罷
き
間
百
一
一
一
ト
パ
い
千

百
円
、
百
九
十
円
山
一
千
三
白
河

キ
明
暗
め
込
み
明
円
七

L
1
U
-
「

四
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
環
境
島
生
業
務

課
業
務
部
(
内
輯
丘
一
一

C
)

パ
ソ
コ
ン
の
議
濠
会
一

県
立
藤
沢
高
等
職
業
技
術
民
間
で
は

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
開
く
。

マ
口
相
日
月

7
日
(
木

)
1
8
H

(
金
)
の
2
日
間

・
時
間
午
前
8
時
日
分

3
午
後
4

時
四
分

マ
会
場
藤
沢
高
等
職
業
技
術
校

マ
定
員
拍
捷
以

t
の
乃
加
入
(
抽

選
)

V
内
容
ハ
ソ
コ
ン
の
口
組
み
、
入

h
陣
作
心
学
針

マ
申
込
期
限
刊
円

UAH
へ
木
)

申
し
込
み
は
、
付
税
は
が
き
に
任
司

J
f
均
一
公
共
職
業
安
~
一
に
所
て
は
、
高

所
、
氏
名
、
午
齢
、
屯
江
副
都
世
U

寸
を
記
齢
者
を
含
め
た
地
域
職
業
相
談
会
を

入
の
う
え
、
一
γ
却
特
沢
市
川
名
穴
開
/
¥
。

。
J

一
(
説
話
。
四
六
六
お
一
マ
日
時
叩
け
2
日
(
水
)
1
前
刊

へ

。

時

加

分

r
k
J

午
後
4
時

マ
会
場
マ
T
堵
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ヒ
ル

6
階
ラ
ス
カ
ホ
ー
ル

け

v
問
い
合
わ
せ
先
同
公
共
職
業
安

定
所
自
主
ゐ
受
付
岩
手
抗
部
門
(
靖
活
目

。
一

0
0
)

V
日
制
作
刊
日
1
口
(
火
)

1
同
日

(
令
主
ま
で
の
間
の
9
日
間

待
問
エ
ア
愛

6
時
1
3
8
向
け
ぬ
ハ
ヴ

ι

j

t

f

l

f

f

f

f

 

(
刊
日
け
の
み
什
↑
後
1
時
泊
分
1
4
昨
)

マ
会
場
勤
労
会
館

マ

内

容

電
M

Q

(
電
子
)
回
路
の
基

マ
窓
口
問
中
小
企
業
に
お
勤
め
の
方

加
入
(
先
着
踊
)

マ
申
込
先
高
工
課
工
業
信
(
内
綿

ま
ち
か
と
レ
キ
今
一
一
ヲ
リ
(
安
出
信

託
摂
行
、
新
け
本
証
券
、
山
一
証

券
、
一
華
制
限
行
の
各
キ
ャ
フ
ソ
l
)

{
平
明
書
道
協
会
話
回
道
展
〕

9
月
口

日
(
火
)
1
日
月
1
H
(火
)

{
プ
ず
塚
写
真
連
盟
写
兵
展
一
叩
円
1

H
(
火
)
r
h
日
日
(
火
)

生
活
排
水
吋
摘
に
つ
い
て
ね
か
り

や
す
く
紹
介
し
た
ピ
テ
オ
を
貰
し
出

し
て
い
る
。
地
域
て
の
学
博
会
な
と

に
ご
利
用
を
。

マ
ピ
デ
オ
一
ユ
リ
コ
さ
ん
の
水
禽

ウ
オ
ノ
エ
ア
ン
ク
L
V
H
S
e
四
分
・

神
奈
川
県
制
作

マ
申
込
先
環
境
保
全
課
村
議
慌

(内綿一一一コ一

O)

一
関
空
法
数
愛
を
醐
聞
く
一

マ
日
時
日
月
5
日
(
L
L
)

午
前
9

時
加
分
3
日
時
却
八
万

マ
会
場
県
農
業
会
館
(
駅
南
口
)

マ
講
師
洋
ら
ん
研
究
家
石
川
円

敏
氏

マ
内
梓
洋
ら
ん
の
管
環

V
問
い
合
わ
せ
先
県
摺
南
国
主
セ

ン
タ
ー
(
県
農
業
会
館
内
2

電
話
幻

。
五
九
一
-
一
〕

戦
没
者
の
遺
族
に
対
し
て
第
5
出

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
る
。
持
乃

さ
れ
る
方
は
ヂ
続
き
を
。

マ
対
象
戦
没
者
の
遺
族
と
し
て
公

務
扶
助
料
、
選
旗
年
金
な
ど
を
受
け

て
い
た
方
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
そ

の
残
さ
れ
た
遺
族
の
方
(
慢
先
順
位

あ
り
)
が
請
求
で
き
る
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
社
会
課
管
理
部

{
内
綿
一
一
一

O
一

平
草
市
腎
(
じ
ん
)
友
会
で
は
、

成
人
病
と
腎
臓
病
に
つ
い
て
の
講
憤

会
を
聞
く
。

ヤ
日
時
叩
月
日
日
(
日
)
午
後
l

時
四
分
1

マ
会
場
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
フ
ラ
ザ

(
M
N
ピ
ル
口
階

J

マ
講
師
東
海
大
学
病
院
腎
セ
ン
タ

品
市
白
美
穂
助
教
盛

な
お
、
当
日
は
専
門
の
京
師
、
日
京

養
士
に
よ
る
医
療
・
米
英
相
訪
A
J

も

聞
か
れ
る

P

γ
問
い
円
わ
せ
先

um社
総
務
点
吏

笠
岡
明
品
川
静
(
内
線
)

県
ι
V
必
然
野
高
等
職
猿
技
術
什
て

は
、
平
成
4
年
度
心
職
業
技
術
特
守

hq
募
草
す
る

h

マ
コ
ス
川
村
民
投
J

m
人
、
内
動

車
技
術
お
人
(
期
間
各
】
年
)

V
申
込
期
限
刊
円
。
。
什
(
火
」

マ
選
考

H

刊
H
H
日
日
(
火
)
午
ι

附

9
時
L
y
、
学
料
品
験
ζ
耐
搭

マ
申
込
先
川
高
等
職
業
技
梢
校

(
秦
野
市
曽
忠
一

0
・
屯
品
則

。
八
じ
り
)

)
子
ど
も
環
器
紬
樹
談

神
京
川
県
サ
央
児
童
相
ぷ
つ
州
(
電

話
。
問
ハ
六
出
じ
…
J
C
O
)
で

は
、
「
子
ど
も
‘
京
佐
一
仁
宮
m
u
h

話
相
談

l

を
お
受
け
し
て
い
る
o

f
恨
の
し
つ
け
、
同
倍
、
友
人
間

係
等
子
慌
に
閉
す
る
相
よ
は
何
で
も

と
う
ぞ
。

マ
受
付

・
日
1
金
曜
日

h
7
4
m
9
時
i
h
?
注

8
U
 

砂土、

J
J

、
兄

1

1
山

3
3
F
1
r

f
?
J
O

メ
ー
一
日
メ

掩

S
時

あたたかい社
会
福
祉
基
金
は
、
地
域
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
助
成
な
ど
に
使
わ
れ

る
。
ご
協
h
M
を。

問
い
合
わ
け
)
は
、
手
れ
は
市
社
会
福

祉
協
議
会
(
一
警
お
l
一
一
一
一
三
)

へ。マ
社
幸
福
祉
基
一
金
へ
・
湘
南
カ
ラ

オ
タ
連
合
会

ι
一一一万一

ι
一
一
百
八
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ス
ポ
l
y
付
加
血
広
舎
は
、
ス
ホ

ッ

ι関
す
る
講
門
会
、
ス

b
k
q

ツ
山

体
に
対
す
る
助
暗
担
と
に
品
川
わ
れ

る
。
ご
協
力
を
お

問
い
合
わ
せ
は
、
わ
十
均
J
H
ス
ホ

ツ
振
興
財
鴎
(
見
附
台
体
育
館
内
・

屯
話
回
。
一
リ
)
へ
。

マ
ス
ポ
j
ツ
接
興
轟
金
へ
・
該
医

J

あ
る
く
会
七
千
点
百
円
、
平
塚
体

符
振
興
連
絡
協
議
会
万
千
五
円
八

十
四
円
、
匿
名
仁
l

六
口
九
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敬称略

東京電jJ平均之工務所、富士チタン、湖南地区行政

センタ』、 Aコープ脱脂、平塚薬剤師会、三共、日

産事体、二興製作所、農協教育センタ一、共栄{葉、

住友藍機械 i業、平塚郵便局(以 i間体のみ)

敬称略

犬@

原動物保護センター(電話58-~3411)

では、やむを得ない事情でU'lえなくなっ

た犬、 J品を引きE担っている。

日、利用される 1iは印鑑、犬の鑑

札、注射許摂、愛ノそ子艇を持ニ参していた

だきたい。引き取り車の停留時間は10分

院君。

なお、火、猫についての苫情、相談や

野犬の捕被依頼も沌センターへ。
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